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★復習問題★

１ 次の文章を読み、以下の問いに答えよ。

タンパク質は生体を構成する物質であり、また多様な生命活動を担っている物

質でもある。タンパク質は、多数の(a)アミノ酸が(b)ペプチド結合によって鎖状に

つながったポリペプチドからできている。

典型的なタンパク質の 1 つに酵素がある。酵素は生体内化学反応の触媒であ

る。酵素が作用する物質を基質という。酵素には基質の形に合う活性部位があり、

その部位の形は酵素によって異なるために基質特異性が見られる。つまりタンパ

ク質のはたらきには特有の(c)立体構造が重要なのである。また、酵素の活性は温

度によって大きく変化する。多くの酵素は 60～70℃で活性を失う。活性が最も

高くなる最適温度はふつう 40℃くらいである。

タンパク質の立体構造はどのアミノ酸がどのような順序で結合しているかに

依存しているので、異なるタンパク質はそれぞれ特有の立体構造をもつ。アミノ

酸配列である １ 次構造のタンパク質に ２ 結合が加わり ３ 構造や

４ 構造である ５ 次構造のタンパク質となり、その ５ 次構造に

６ 結合が加わると ７ 次構造のタンパク質へと転化されるのである。

問１ 下線部(a)に関連して、下図のアミノ酸の分子式を完成せよ。また，

ハ に適切な語句を答えよ。

                 この分子式でＲは各アミノ酸に特有

であり、 ハ とよばれる。

                 

問２ 下線部(b)のペプチド結合について 60 字以内で説明せよ。

問３ 下線部(c)のタンパク質の立体構造がどのようにして形成されるのかを40

字以内で説明せよ。                              

問４ 空欄 １ ～ ７ に適切な語句を記入せよ。

２ 次の文章を読み、以下の問いに答えよ。

酵素の主成分は( イ )であるが、酵素の種類によっては( イ )の他に低分

子の有機化合物が共存しないと活性を示せないものがある。そのような酵素の場

合、( イ )の部分をアポ酵素、低分子の有機化合物を( ロ )という。また、

酵素の種類によっては、その活性中心に、鉄、銅、亜鉛などの金属が組みこまれ

ているものがある。酵母を用いて前ページの右下の図の実験を行った。

問１ 文章中の( イ )と( ロ )に最も適切な語を記せ。

問２ 図の中の( ハ )～( ト )の発酵能力につ

いて、「あり」または「なし」で記せ。

問３ 前述の実験から考えられることとして正しい   

ものを 3 つ選べ。

a. 補酵素は、煮沸することにより活性が失われ

た。

b. 補酵素は、煮沸しても活性が失われなかっ

た。

c. 補酵素は、セロハンを通過した。

d. 補酵素は、セロハンを通過しなかった。

e. 酵素は、煮沸することにより活性が失われた。

f. 酵素は、煮沸することにより活性が失われなかった。

３ 次の文章を読み、以下の問いに答えよ。

最適温度が 37℃のある酵素(E)について種々の実験を行った。図中の点線(ウ)

は、一定濃度の E の存在下、25℃において、酵素反応速度を基質(S)の濃度を変

えて測定した結果である。

問１ 酵素反応速度は、基質濃度がある濃度に達するまでは増加する。その理由

を簡潔に述べよ。
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問２ 酵素反応速度は、基質濃度がある濃度以上に

なると一定になる。その理由を簡潔に述べよ。

問３ 酵素濃度を半分にして 25℃で実験した場合、

どのような曲線になると考えられるか。図の曲

線(ア)～(オ)から選べ。

問４ 温度を 35℃に変えて実験をした場合、どのような曲線になるか。図の曲

線(ア)～(オ)から選べ。

４ 次の文章を読み、以下の問いに答えよ。

酵素(E)と結合して酵素反応速度を低下させる物質を阻害剤という。クエン酸

回路の酵素の 1 つであるコハク酸脱水素酵素の反応が( ① )によって阻害さ

れるのは、その例である。これは(A)コハク酸脱水素酵素の基質であるコハク酸と

よく似た構造の( ① )がコハク酸脱水素酵素の( ② )に結合して、本来の基

質と酵素の結合を可逆的に阻害することによる。このような阻害様式を( ③ )

という。この場合、本来の基質の濃度を( A )。他方、ある別の種類の阻害剤

(IB)は、酵素の( ② )以外の部位に結合して、酵素反応を阻害する。(B)この場

合、基質に対する酵素の結合力は IBの結合によって変化せずに、触媒能力がなく

なることがある(すなわち三者の複合体 EIBS は不活性で、この複合体から生成物

は全く生成しない)。このような阻害様式を( ④ )という。この場合、本来の

基質の濃度を( B )。右下の図は３の図と同じものである。。

問１ 文中の空欄①～④に当てはまる語句を記せ。

問２ 文中の空欄 A・B に当てはまる語句を、次の

①～③の中から 1 つずつ選べ。

① 高くするほど、阻害率は大きくなる。

② 高くするほど、阻害率は小さくなる。

③ 高くしても、阻害率は変わらない。

問３ 下線部(A)について、( ① )を一定濃度で共存させて同様の実験をした

場合、どのような曲線になるか。図の曲線(ア)～(オ)から 1 つ選べ。

問４ 下線部(B)について、阻害剤(IB)を有効な一定濃度で共存させて同様の実

験をした場合、どのような曲線になるか。図の曲線(ア)～(オ)から 1 つ選べ。

★解答★

１ 問１ (イ) H2N (ロ) COOH (ハ) 側鎖

問２ アミノ酸どうしの結合で、2 つのアミノ酸の一方のカルボキシル基か

ら OH がとれて、他方のアミノ基から Hがとれてできる。

問３ アミノ酸間にできる水素結合や S－S 結合によってペプチド鎖が折り

たたまれてできる。

問４ １ 一 ２ 水素 ３・４ (α)らせん・β (順不同)

５ 二 ６ Ｓ－Ｓ(ジスルフィド，イオン，疎水) ７ 三

２ 問１ イ…タンパク質  ロ…補酵素

  問２ ハ…なし  ニ…なし  ホ…なし  ヘ…あり  ト…あり

  問３ b，c，e

３ 問１ 基質濃度が低いときは、反応液中に基質と結合していない酵素がある

ので、基質濃度が高くなるほど反応液中の酵素基質複合体の濃度が高く

なるから。

  問２ 基質がある濃度以上になると、反応液中の酵素はすべて酵素基質複合

体を形成しているので、基質の濃度を高くしても酵素基質複合体の濃度

は一定であるから。

  問３ (オ)  問４ (イ)

４ 問１ ① マロン酸  ② 活性部位(活性中心)  ③ 競争(的)阻害  

④ 非競争(的)阻害(アロステリック阻害)

問２ A…② B…③  問３ (エ)  問４ (オ)
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